企画趣旨説明(講演&シンポジウム&上映会 市民的不服従と現代II : 三里塚の今を生きる) by 道場 親信
企画趣旨説明(講演&シンポジウム&上映会 市民的不
服従と現代II : 三里塚の今を生きる)
著者 道場 親信
雑誌名 東西南北
巻 2016
ページ 58-59
発行年 2016-03-18
URL http://id.nii.ac.jp/1073/00003984/
1 ──「市民的不服従と現代」について
（「「共生」── 問われる日本社会」と同じにつき、省略）
2 ── 三里塚の今を生きる
日本の成田空港建設をめぐっては、農地と村を守ろうとする農民と国家とが激
しく対立をし、多数の犠牲者が生み出されました。本日は、（1）数十年もの歳月
にわたるこの農民たちの抵抗を今日の視点からふりかえるドキュメンタリー『三
里塚に生きる』を上映し、（2）代島����監督とともに映画が映し出す三里塚のいまに
ついて考えたいと思います。
遡れば 1966 年、政府は地域住民に相談のないまま、新東京国際空港を千葉県
内陸部の三里塚に建設することを決定しました。その後、三里塚農民は、家族ぐ
るみ、村ぐるみで強引な空港建設に抵抗することになります。成田空港は 1978
年には滑走路 1 本で「暫定開港」をしますが、二期工事をめぐって長期の膠着状
態に入ります。そして 1991〜94 年の政府、地元自治体、農民による公開のシン
ポジウム、そして円卓会議における話し合いを経て、運輸大臣の公式謝罪に至り
ました。多くの反対派農家はその後移転を受け入れ、「成田問題」は次第に忘却の
淵に沈んでいったかのようでありました。
かつて 60 年代に小川プロダクションのカメラマンとしてこの闘争の初期の記
録を撮影した大津幸四郎さんが、監督として 40 年後の三里塚に生きる人びとに
カメラを向けました。代島治彦さんは大津氏の志に触れながら、もう一人の監督
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三里塚の今を生きる
2015年2月8日
企画趣旨説明
道場親信 所員／現代人間学部准教授
として映像の編集とプロデュースに携わりました。
「国策」に逆らった農民たち、見て見ぬふりをするこ
とができずに駆けつけた支援者たち。ここには「市民的
不服従」のひとつの姿を見ることができます。国家の謝
罪がなされて 20 年、いま三里塚で生きるとはどういう
ことなのか？　日本社会は変わったのか？　闘争の中で
生きてきた人たちの生きざま、そして 40 年後に再び三
里塚に入った大津監督の生きざまを記録した映画とディ
スカッションを通じて、日本社会における「市民的不服
従」の今日的意味を考えたいと思います。
本日、第 1 部では、大津幸四郎・代島治彦監督による 2014 年のドキュメンタ
リー『三里塚に生きる』を上映いたします。140 分の映画上映のあと、休憩をは
さみまして、第 2 部では代島監督からこの作品についてお話をうかがい、次いで
監督とリケットさんで対談をしていただくという流れになっております。まずは
映画『三里塚に生きる』をご覧になっていただきたいと思います。
シンポジウム：市民的不服従と現代 ── 059
映画『三里塚に生きる』より　©三里塚に生きる製作委員会
